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ロ
1
ず
'
ル
グ
セ
ン
プ
ル
グ
の
資
本
書
概
論
と
貨
幣
部
蔵
の
坪
一
論

第
八

γ
四
巻

pq 
ノ¥

プて

第
五
号

ロ
l
ザ
・
ル
ク
セ
ン
プ
ル
グ
の

資
本
蓄
積
論
と
貨
幣
蓄
蔵
の
理
論

私
は
、
以
前
、
拡
犬
再
生
産
に
お
け
る
貨
幣
蓄
蔵
問
題
と
恐
慌
の
可
能

性
と
の
関
連
を
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
的
、
払
レ
ヘ
再
生
産
主
貨
幣
蓄
蔵
同

題
の
四
目
前
的
な
解
明
は
、
従
来
、
ど
の
様
に
行
わ
れ
て
来
た
か
に
つ
い
て
、

充
分
に
、
触
れ
る
こ
と
が
出
米
な
か
っ
た
。

こ
の
小
論
で
は
、
広
大
再
生
産
に
関
係
の
あ
ゐ
貨
幣
訴
蔵
問
題
を
、
マ

ル
グ
ス
苔
積
論
の
主
要
な
欠
陥
と
み
た
ロ
l
ザ
の
理
論
を
中
心
に
考
察
し

て
、
問
題
の
所
在
を
あ
き
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

周
知
の
様

r、
資
本
論
、
第
二
部
、
二
十
一
軍
に
お
け
る
マ
ル
ク
λ

の

叙
述
は
、
特
に
、
貨
幣
蓄
蔵
に
関

L
て
、
断
片
的
な
部
分
が
多
く
、
統
一

的
な
説
明
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、
貨
幣
の
源
泉
に
つ
い
て
、

独
特
の
疑
問
を
提
出
し
た
ロ
!
ザ
の
理
論
を
追
跡
L
て
み
れ
ば
、
未
解
決

の
問
題
を
整
理
す
る
上
で
、
有
効
な
手
が
か
り
と
な
る
。

明
論
、
彼
女
の
表
式
観
及
び
、
貨
幣
理
論
は
従
来
、

L
ば

L
ば
批
判
さ

池

ム芋

上

れ
て
来
た
様
に
、
誤
認
を
合
む
と
回
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
私
の
迎
解
す
る

限
り
、
社
会
的
総
資
本
の
者
杭
と
品
川
幣
に
閲
す
る
彼
立
の
問
題
提
起
そ
の

も
の
は
、
再
考
の
価
値
が
あ
り
、
原
則
的
な
批
判
で
は
く
さ
れ
て
い
る
と

は
思
え
な
い
し
、
支
、
彼
女
の
問
題
担
起
は
、
一
定
限
皮
ま
で
、
マ
ル
グ
ス

の
研
究
方
法
主
思
尖
に
追
求
し
た
も
の
だ
か
ら
、
問
題
点
を
明
示
す
る
上

に
、
非
常
に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
ロ
ー
ザ
と
同
時
に
、
問
題
の
提
起

者
で
あ
り
、
貨
階
部
蔵
問
題
の
削
世
論
的
解
明
を
行
っ
た
ロ
l
ピ
ン
ベ
iw
グ、

山
田
時
太
郎
救
援
の
叙
述
に
も
必
安
な
限
り
で
一
討
及
す
る
こ
と
に

L
た
い
。

資
本
蓄
積
耐
に
関
す
る
彼
女
の
マ
ル
ク
ス
批
判
は
、
云
う
ま
で
も
な
く

剰
余
価
値
吉
夫
現
す
る
た
め
の
市
援
の
問
題
が
中
心
で
あ
る
。
し
か
し
、

彼
女
の
資
本
省
私
論
を
み
れ
ば
分
る
様
に
、
需
要
問
題
を
持
ち
出
す
背
景

に
は
、
マ
ル
ク
ス
の
蓄
積
論
を
特
に
貨
幣
蓄
政
問
題
の
不
備
、
と
い
ろ
点
か

ら
追
究
す
る
主
い
う
形
の
批
判
が
一
民
し
て
い
る
の
で
、
私
は
こ
の
基
京



的
な
態
度
。
中
か
ら
、
ど
り
様
な
新
し
い
問
題
提
起
が
行
わ
れ
て
い
る
か

を
見
つ
け
出
し
、
そ
の
正
し
い
解
決
の
方
向
を
出
来
る
限
り
一
目
し
た
い
と

思
う
。彼
女
は
守
ル
ク
ス
批
判
に
当
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
が
草
川
和
問
題
を

ρ
剰
余

汁
一
政
物
の
蓄
積
に
必
要
な
貨
幣
源
泉
の
追
求
u
と
い
う
形
で
把
え
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
か
ら
、
こ
の
問
題
提
起
自
体
が
誤
っ
て
い
た
こ
と
を
証
到

し
よ
う
と
す
る
。
彼
女
に
よ
れ
ば
、
貨
幣
出
川
県
の
問
題
は
、
結
仙
の
と
ζ

ろ
、
金
生
産
に
帰
着
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
も
と
も
と
、
単
純
な
商
品
流

通
の
場
合
の
貨
幣
源
泉
と
同
じ
も
の
で
、
蓄
積
問
題
の
解
決
で
は
人
引
く
な

い
。
従
っ
て
マ
ル
ク
ス
は
、
苔
松
問
題
に
お
け
る
現
実
白
需
要
(
ロ
l
ザ

の
非
資
本
主
義
的
有
効
需
要
)
を
追
求
す
べ
き
時
に
、
貨
幣
源
呆
と
い
う

形
で
問
題
吃
把
え
た
の
で
、
解
決
の
方
向
を
見
失
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

以
下
、
話
寸
ー
の
柄
引
い
ロ
に
分
っ
て
考
察
し
て
行
く
が
、
こ
の
順
序
は
、
ロ

l
ザ
の
叙
述
の
順
序
に
従
っ
た
。

仏j

固
定
資
本
の
更
新
と
蓄
積
閃
胞
の
混
同

マ
ル
グ
ス
は
、
引
会
的
総
資
本
の
諮
積
を
論
じ
る
際
に
、
最
初
、
第
一

部
川
の
追
加
不
変
資
本
か
ら
叙
述
を
は
じ
め
、
こ
の
部
門
の
資
本
嵐
を
一

つ
の
グ
ル
プ
(
氾
川
不
変
位
本
と
な
る
べ
き
両
ロ
聞
を
一
方
的
に
販
売
す

る
グ
ル
ー
プ

A
r
rと
、
方
的
に
附
目
す
る
グ
ル
ー
プ
B
r
E
)
に
分

ち
、
十
誌
積
の
正
常
な
進
行
の
た
め
に
は
、
こ
の
阿
者
に
均
衡
の
必
要
な
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。

p
l
ザ
・
ル
ク
セ
ン
プ
ル
グ
の
資
本
苔
世
論
と
貨
幣
蓄
蔵
の
理
論

ロ
ー
ザ
は
、
ま
ず
、
こ
の
古
川
を
抱
え
て
、
「
マ
ル
ク
ス
は
、
資
本
制
生

出
の
下
で
、
種
々
の
不
変
資
本
の
流
通
過
引
に
お
け
る
分
裂
か
ら
不
可
避

的
に
生
ず
る
貨
幣
世
田
蔵
を
論
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
問
題
を
解
決
し
よ
う

〕

左
試
み
る
ω

」
(
資
本
諸
制
論
争
一
集
版
印
・

u
F
長
谷
部
沢
ト
二
凹
一
一
一
貝
〉

，

(

 

L

乙
述
べ
、
更
に
、
A
M
A
M
A

と
B
S
F
の
一
致
に
つ
い
て
の
マ
凡
ク
ス
の
叙

述
(
資
本
論
一
昨
官
、
印
印
色
白
l
b
u
p

長
谷
部
訳
⑦
』
ハ
凶
七

l
九
買
〕
を

引
川
し
て
か
ら
、
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
一
切
の
こ
と
は
、
我
々
に

と
っ
て
、
新
し
い
乙
と
で
は
な
い
。
マ
ル
ク
ス
は
、
そ
れ
を
す
で
に
、
単

純
刊
生
産
の
と
こ
ろ
E
、
立
入
っ
て
叙
述
し
た
、
と
い
う
わ
け
は
、
そ
れ

は
、
資
本
制
酌
刊
生
産
の
諮
条
件
の
下
で
、
社
会
の
不
変
資
本
は
、
い
か

に
し
て
更
新
さ
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
に
、
必
要
欠
く

べ
か
ら
さ
る
こ
と
だ
か
ら
で
め
る
。
」
(
同
印
可
一
四
一
1
l

一
凹
四
頁
〕

正
結
論
す
る
。

ロ
ザ
は
、
こ
こ
で
、
固
定
資
本
の
民
新
か
ら
.
不
町
避
酌
に
生
じ
る

貨
幣
者
此
を
急
以
F
お
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
マ
ル
ク
ス
の
主
張
主
く

ら
べ
て
み
る
と
、
次
の
様
な
疑
問
が
残
る
。

付
彼
女
は
、
岡
山
止
資
本
の
維
持
に
関
し
て
生
じ
る
貨
幣
帯
践
と
、
剰

余
価
値
の
資
本
へ
の
転
化
に
際
し
て
形
成
さ
れ
る
蓄
蔵
貨
幣
を
同
一
視
し

た
上
で
、

同
円
払
大
丹
生
産
白
特
色
と
し
て
、
貨
幣
督
蔵
が
持
も
出
さ
れ
て
も
、

貨
略
者
蔵
が
、
単
純
再
生
肢
の
基
礎
よ
で
も
考
娯
さ
れ
て
い
る
以
上
、
拡

大
羽
生
産
に
悶
有
の
特
徴
と
し
て
説
山
押
す
ゐ
の
は
、
正
当
で
な
い
と
考
え

第
八
十
四
巻

第
五
号

七

四
九



ロ
ー
ヂ
・
ル
グ
セ

ν
プ
ル
グ
の
資
本
蓄
積
前
と
貨
幣
菩
蔵
の
理
論

て
い
る
様
に
見
え
る
c

だ
が
、
こ
の
両
者
は
、
と
も
に
、
一
方
的
服
売
と
購
買
の
一
致
に
も
と

づ
く
貨
幣
蓄
蔵
と
い
う
行
為
を
必
要
シ
す
る
け
れ
ど
も
、
他
国
、
一
方
は
、

一
小
変
資
木
中
の
同
定
資
本
の
磨
担
分
だ
吋
に
関
係
す
る
の
に
、
他
方
は
、

不
変
資
本
の
す
べ
て
の
部
分
に
つ
い
て
、
貨
幣
論
蔵
を
問
題
に
す
る
k
い

う
区
別
が
あ
る
。

こ
の
区
別
の
基
礎
に
あ
る
の
は
、
同
定
資
本
府
担
分
自
特
殊
な
流
通
様

式
か
ら
生
れ
る
貨
幣
蓄
蔵
之
、
資
本
制
的
肱
大
再
生
産
に
あ
っ
て
は
、
剰

余
価
値
が
再
投
資
さ
れ
る
ま
で
、
貨
幣
形
態
で
蓄
積
さ
れ
る
主
い
う
意
味

で
の
貨
幣
蓄
蔵
の
相
違
で
あ
り
、
両
者
主
も
、
一
方
的
阪
売
と
購
買
の
一

致
を
必
要
と
す
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
蓄
積
問
題
が
、
削
純
再
生
産
L

乙
同

じ
は
元
で
し
か
取
り
扱
わ
れ
て
い
な
い
と
み
る
の
は
、
適
当
で
な
い
ζ

考

え
ら
れ
る
。
と
の
事
情
自
身
は
単
純
た
区
別
の
様
で
あ
る
が
、
ロ
ー
ザ
の

以
卜
の
議
論
で
は
、
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
米
る
。
彼
女
の
次
の
問
題
提

起
を
検
討
し
よ
う
。

(B) 

拡
大
再
生
産
と
貨
幣
の
不
足

ロ
ゲ
は
、
マ
ル
ク
ス
蓄
積
論
の
欠
点
と
し
て
、
次
の
二
つ
の
事
情
を

指
摘
す
る
。

付
部
門
ー
の
資
木
山
説
。
一
一
つ
の
グ
ル

l
フ

(
A
F
A
r
と

B
r
r
)
の

聞
に
要
求
さ
れ
る
均
衡
か
ら
、
蓄
積
問
題
に
接
近
ず
る
と
、
発
端
第
一
年

度
に
は
、
機
能
配
置
の
変
化
(
量
的
に
は
単
純
再
生
産
、
聞
置
か
ら
云
え

第
八
十
四
巻

五:。

ノ、

第
五
号

ぽ
拡
大
再
也
監
)
に
よ
勺
て
、
従
来
は
、
資
本
家
の
消
費
支
出
に
あ
て
ら

れ
て
い
た
貨
幣
が
、
機
能
を
か
え
て
、
山
帝
政
貨
幣

(
A
の
手
で
)
に
転
化

さ
れ
る
と
と
に
な
る
。

し
か
し
、
ロ
ザ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
解
決
方
法
は
一
昨
的
に
ー
ー
す
な

わ
ち
、
単
純
再
生
産
か
ら
、
拡
大
再
生
産
へ
の
満
渡
期
に
だ
け
し
か
適
用

し
な
い
。
(
岡
上
、
田
由
。
・
一
一
円
六
耳
〉

「
も
し
、
輯
積
が
、
す
で
に
長
い
同
行
わ
れ
て
お
り
、
生
産
期
間
毎
に
、

以
前
よ
り
も
、
多
く
の
航
値
量
が
、
市
場
に
投
ぜ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
こ

の
追
加
価
値
の
買
手
は
、
ど
こ
に
あ
る
か
?
が
問
題
と
な
る
。
L

(

同

上
)従
っ
て
、
私
達
は
、
第
二
年
度
以
降
の
蓄
積
の
た
め
に
、
貨
幣
の
源
虫
、

又
は
、
買
手
を
さ
い
か
す
必
要
が
あ
る
。

u
H

と
こ
ろ
が
、
マ
ル
ク
ス
は
、
第
二
年
度
以
降
の
貨
幣
源
泉
に
つ
い

て
「
簡
単
に
」
(
ロ
l

ザ
、
同
1

仁
、
日

H
O
D
-

一
四
八
氏
)
資
本
家
の
子

許
に
あ
る
貨
幣
の
機
抱
が
変
化
し
、
「

A
た
ち
と
日
た
ち

ωは
、
剰

余
生
産
物
を
追
加
的
桝
勢
貨
幣
資
本
に
転
形
す
る
た
め
に
、
貨
幣
を
提
供

し
合
い
、
ま
た
、
新
た
に
形
成
さ
れ
た
貨
幣
資
本
を
、
購
買
手
段
と
し
て
、

流
通
に
投
げ
堪
し
八
円
う
。
」
(
資
本
論
一
巻
.
凹
目
白
一
切
六
五
七
百
)
と

述
べ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

彼
女
は
、
こ
の
解
決
を
、
「
単
純
再
生
産
へ
の
逆
も
ど
り
(
ロ

I
ザ、

同
上
、
印
・
】

g
一
一
円
八
瓦
)
と
評
価
し
た
。
ぞ
の
わ
け
は
、
資
本
家
の

千
許
に
あ
る
蓄
蔵
貨
幣
が
「
天
か
ら
降
っ
て
く
る
も
の
」
で
は
な
く
て
、



「
固
定
資
本
の
価
値
が
沈
淵
し
た
も
り
」
(
同
上
、
∞
・

5
D・
一
四

八
頁
)
で
あ
る
か
ら
、
旧
資
本
を
更
新
す
る
の
に
足
り
る
だ
け
で
、
追
加

害
積
分
の
購
入
に
は
、
役
立
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
で
も
、
明
際
に
、
彼
女
は
、
回
定
資
木
更
新
問
題
之
、
資
本
部
結

論
ど
を
混
同
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
興
味
の
あ
る
こ
と
だ
が
、
マ
ル
ク

ス
の
帯
積
論
宮
、
「
単
純
再
生
住
」
の
枠
内
で
の
議
論
と

L
て
特
徴
づ
け

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
立
場
に
た
つ
と
、
資
本
蓄
積
の
必
然
的
な
随

伴
物
で
あ
る
蓄
蔵
貨
幣
の
社
会
的
な
品
川
割
を
見
逃
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
が
、
こ
白
点
は
、
既
に
、
検
討
し
h
。

本
題
に
も
ど
れ
ば
、
彼
女
の
提
起
L
た
需
要
不
足
問
題
の
T
L
し
い
解
放

は
ど
う
す
れ
ば
完
成
す
る
か
、
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、

山
間
教
授
の
「
序
論
」
で
積
脳
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
ま
ず
、
山

田
教
援
の
所
前
を
楠
討
し
よ
う
。

教
援
は
、
ロ
l
ザ
の
提
起
し
た
「
蓄
積
さ
れ
る
刺
余
価
値
部
分
」
を
貨

幣
化
せ
し
め
る
所
の
「
貨
幣
」
の
問
題
(
山
田
盛
太
郎
、
再
牛
産
過
担
表

式
分
析
序
論
一
八
日
一
頁
)

O
併
決
》
」
し
て
、
マ
ル
ク
ス
の
研
究
成
果
を
示

き
れ
、
第
二
年
度
に
お
い
て
「
ζ

の
場
合
に
所
要
と
さ
れ
る
貨
幣
平
且
」

の
問
題
は
、
「
流
泊
貨
幣
節
約
の
増
大
』
に
よ
る
か
、
『
貨
幣
の
蓄
蔵
形

態
か
ら
、
流
通
形
態
へ
の
転
化
」
に
上
る
か
吋
金
の
追
加
的
牛
産
』
に
よ

る
か
し
て
解
決
さ
れ
る
。
」
(
向
上
一
八
口
頁
〕
と
述
べ
て
、
こ
れ
を
ロ

ザ
批
判
の
基
準
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
解
決
は
基
本
的
に
7
1
し
い
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、
不
明
瞭
な
点
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
若
干
の
蛇
足
を
加
え

ロ

ザミ

ル
グ
セ
ン
ブ
ル
グ
の
宵
求
書
柑
論
と
貨
時
蓄
蔵
の
理
論

て
説
明
を
補
完
し
よ
う
。

第
一
に
同
胞
と
な
る
の
は
、
表
式
ょ
の
貨
幣
流
迅
速
度
は
、
一
定
と
考

え
る
の
が
妥
当
で
め
る
か
ら
、
流
通
貨
幣
節
約
の
増
大
が
、
流
通
速
度
増

大
か
ら
生
じ
る
限
り
で
は
、
貨
幣
の
迫
加
的
源
泉
、
と
り
云
え
な
い
こ
と
で

あ
る
。第
一
に
、
貨
幣
の
部
蔵
形
熊
か
ら
、
流
通
形
態
へ
の
転
換
を
一
戸
う
た
め

に
は
、
表
式
の
理
前
的
な
前
提
の
上
に
、
従
っ
て
、
今
の
場
合
な
ら
ば
、

単
純
再
生
産
の
内
部
で
、
士
官
蔵
貨
幣
が
成
立
す
る
こ
と
を
証
明
し
て
お
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
流
通
貨
幣
量
の
節
約
を
度
外
視
し

た
場
合
、
革
問
積
の
進
行
は
す
べ
て
金
の
追
加
酌
生
産
に
依
存
す
る
と
い
う

非
現
実
的
な
結
論
に
至
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
対
し
て
、
山
回
数
援
は
、
貨
幣
材
料
の
再
生
産
に
お
い
て
、

単
純
再
生
産
の
内
部
で
す
ー
ら
「
貨
幣
蓄
蔵
は
必
然
的
に
包
含
さ
れ
て
い

る
よ

ζ

と
を
正
L
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
(
山
同
、
同
上
一
二
七
二
八

頁
、
及
び
一
七
一
頁
参
照
)
こ
の
事
情
を
も
う
少
し
批
戸
川
し
て
お
こ
う
。

マ
ル
ク
ス
は
、
貨
幣
材
料
の
再
生
産
を
取
り
と
げ
る
場
合
貯
(
金
牛

車
部
門
は
マ
ル
ク
λ

に
よ
る
と
第
一
部
門
に
属
す
る
。
)
の
て
+
足
と
、

部
門
E
の
転
態
を
論
じ
て
、
次
の
様
な
結
論
を
与
え
て
い
る
。

H
h
I
N
D
口
+
日
て
十
日
ー
民
に
つ
い
て
、
余
生
産
者
が
、
「
す
で
に
前
か
ら

流
通
に
属
し
て
い
た
」
(
資
本
論
二
番
印
当
日
・
⑦
六
一
八
頁
)
貨
幣

を
も
っ
て
、

-
o
v
k労
働
者
に
支
払
え
ば
、
消
費
資
料
の
購
入
と
引
き
峠
甘

え
に
、
部
門
E
へ
流
入
し
た
貨
幣
の
中
、

E
C
の
一
部
と
な
る
余
材
料
品

第
八
十
四
巻

五

プL

第
五
号



ロ
ー
ザ
・
ル
グ
セ
ン
フ
ル
グ
心
資
本
蓄
積
諭
と
貨
幣
苔
誠
心
型
前

購
入
用
D

M
可
は
、
金
生
産
者
の
手
許
に
還
流
す
る
e

し
か
し
、

E
C
の
一
部
と
な
ら
な
い

ω
て
及
び

L
Q
i
L高
は
、

E
C
の

補
填
に
役
立
た
な
い
限
り
は
、

E
の
内
部
で
蓄
蔵
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

単
純
再
生
産
の
論
却
の
枠
内
で
、
拡

K
再
生
産
主
意
味
し
な
い
貨
幣
苔
蹴

が
う
み
山
さ
れ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
云
う
。

「
後
に
考
察
す
べ
き
I
C
に
つ
い
て
は
し
ば
ら
く
お
き
、
単
純
軒
土
産

の
場
合
で
さ
え
も
|
l
こ
の
場
合
に
は
、
言
葉
の
本
来
の
意
味
で
り
蓄
積
、

す
な
わ
ち
、
拡
大
さ
れ
た
飢
模
で
の
再
生
産
は
排
除
さ
れ
て
い
る
と
は
い

え
、
し
か
も
、
貨
幣
積
み
半
て
、
ま
た
は
、
貨
幣
苓
蔵
が
、
必
然
的
に

包
告
き
れ
て
い
る
、
と
云
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
士
こ

、
司
、
、
、
、
、

正
が
、
年
々
、
新
た
に
反
催
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
資
本
制
的
生
産
の

考
察
の
山
発
点
と
な
る
前
提
、
す
な
わ
ち
、
刊
生
産
の
開
始
に
あ
た
り
、

商
品
転
態
に
照
応
す
る
分
主
の
貨
幣
手
段
が
、
資
本
家
附
級
I
、
及
び

E

の
一
千
に
あ
る
と
い
う
前
提
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
説
明
が
つ
く
の
」
(
資
本
論

二
巻
担
当
叶
⑦
六
二
一
U
頁
)
(
傍
点
は
引
肘
者
〕

こ
の
叙
述
は
、
ユ
ン
ゲ
ル
ス
が
註
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
部
門
ー
の

貨
幣
者
蔵
へ
の
言
及
が
な
い
点
を
除
い
て
、
私
達
の
目
的
に
充
分
な
解
答

〉7
 

を
与
え
て
く
れ
る
。

し
か
も
、
単
純
再
生
産
は
、
拡
大
再
生
産
の
一
契
機
と
し
て
、
帯
夜
過

程
の
進
行
中
、
毎
年
く
り
か
え
さ
れ
る
か
ら
、
金
の
追
加
生
産
を

1
1す

な
わ
ち
、
金
生
肢
の
肱
大
合
前
提
し
な
く
て
も
、
苔
政
貨
幣
が
年
々
供
給

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
金
生
産
自
拡
張
と
、
社
会
的
総
資
本

第
八
十
四
巻

第
五
号

四
O 

五

の
議
杭
は
同
一
事
調
を
L

と
っ
て
進
む
必
要
は
全
く
な
い
@
マ
ル
ク
ス
り
次

の
よ
う
な
発
一
一
日
は
、
金
生
産
か
ら
生
れ
る
蓄
蔵
貨
斡
以
上
の
も
の
を
含
む

と
し
て
も
、
全
く
正
当
な
結
論
と
思
わ
れ
る
。

「
白
明
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
資
本
制
的
生
産
の
年
附
が
す
す
め
ば
、

す
す
打
ほ
ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
で
柏
み
立
て
ら
れ
る
貨
幣
の
分
量
が
、
ま

す
ま
す
大
と
な
り
、
し
た
が
っ
て
、
年
々
の
新
た
な
金
生
産
が
、
と
の
貨

幣
分
量
に
追
加
す
る
割
合

O
F
-
-こ
の
追
加
の
絶
対
量
は
大
し
た
も
の
で

あ
り
う
る
と
は
い
え
|
|
ま
す
ま
す
小
之
な
る
よ
(
資
本
論
一
巻
印
品
コ

⑦
六
一
二
頁
)

こ
う
し
て
み
る
と
、
蓄
積
と
金
生
産
(
特
に
生
産
規
模
を
拡
大
し
て
、

、
、
、
、

供
給
を
ふ
や
す
こ
と
)
ー
と
の
同
に
直
接
的
な
因
果
関
係
は
、
人
よ
く
な
い
。

と
こ
で
第
一
に
、
拡
大
再
生
産
の
理
論
的
前
提
、
と
し
て
の
単
純
材
生
注
内

部
で
、
貨
幣
蓄
蔵
の
必
然
性
は
ご
叶
明
出
来
る
こ
と
、
第
二
に
、
年
々
の
拡

大
再
生
産
の
一
契
機
と
し
て
の
堆
純
再
生
産
の
範
囲
内
で
、
蓄
蔵
貨
幣
は

た
え
ず
、
追
加
供
給
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
を
確
認
し
、
次
の
問
題
へ
移

ろ民つ。
(。
阿
部
門
白
取
引
と
在
荷
心
形
成

ロ
ー
ザ
は
、
こ
こ
で
、
阿
部
門
同
の
取
引
と
、
蓄
積
の
問
題
に
移
る
。

マ
ル
ク
久
は
、
こ
の
間
題
に
つ
い
て
、

I
m
の
替
積
分
が
、

E
に
肱
売
さ

れ
、
ー
が
乙
の
貨
幣
を
蓄
蔵
す
る
場
合
を
想
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
ー
で
、

苓
蔵
さ
れ
た
貨
幣
は
、
将
来
の
生
産
拡
大
に
充
川
即
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
さ



し
当
っ
て
は
、
正
へ
還
流
せ
ず
、

E
で
、
消
貸
手
段
の
過
剰
を
招
く
こ
と

に
な
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

彼
立
は
、
ど
の
点
に
つ
い
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
「
拡
大
再
生
産
へ
の
端

初
的
過
渡
期
」
と
い
う
「
虚
構
」
を
某
礎
と
し
て
、
蓄
積
を
流
動
の
中
で
、

把
ま
な
か
っ
士
結
果
、
ー
部
門
内
部
の
説
明
で
は
、
A
M
A
M
A

と
β
F
F
D

対
応
関
係
に
よ
っ
て
、
「
外
観
よ
」
の
解
決
を
み
た
け
れ
ど
も
、
部
門
E

と
の
交
換
関
係
を
検
討
す
る
段
に
な
る
と
、
「
悶
難
を
一
層
大
き
く
」

L
、

E
が
、
消
内
問
者
世
「
一
M
A
れ
に
も
失
う
」
こ
、
と
に
よ
っ
て
、
ひ
ど
い
困
難
に

直
由
し
た
と
結
論
す
る
。
(
ロ
l
ザ
、
前
山
由

Hga
一
五
三
頁
)

で
は
、
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
部
門
E
に
お
け
る
過
剰
{
在
荷
形
成
い
一
を

ど
の
様
に
一
評
価
し
た
の
で
あ
る
う
か
。
い
く
つ
か
の
引
用
を
通
じ
て
確
か

め
て
行
こ
う
。
彼
は
、
部
門
E
の
過
剰
生
産
を
指
摘
し
て
か
ら

引
用
1

「
だ
か
ら
、
こ
の
場
合
で
は
、

Aω
の
側
で
の
追
加
的
桝
勢
貨

幣
資
本
は
、
な
る
ほ
ど
、
剰
余
生
産
物
(
剰
余
価
依
)
の
貨
幣
化
さ
れ
た

形
態
で
あ
る
。
だ
が
、
か
か
る
も
の
と
し
て
考
察
さ
れ
た
剰
余
生
産
物

(
剰
余
価
値
〉
は
、
こ
こ
で
は
、
単
純
再
生
産
の
現
象
で
あ
っ
て
、
ま
だ
、

拡
大
さ
れ
た
規
模
で
の
再
生
産
の
現
象
で
は
な
い
」

(
F
m
g・
⑦
六
六
一

頁〕
次
に
、
注
意
と
し
て
、
荷
積
の
場
合
は
、
剰
余
価
値
の
一
部
が
、
収
入

と
し
て
支
出
き
れ
な
い
こ
と
を
述
べ
て
か
ら
、

引
用
2

「
苓
積
は
、
消
費
を
犠
牲
と
し
て
行
わ
れ
る
》
い
う
こ
之
は
、

ー
ー
か
よ
う
に
一
般
的
に
云
っ
て
は

I
1そ
れ
自
身
、
資
本
制
的
生
産
の

ロ
l
ザ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
の
資
本
蓄
積
前
と
貨
幣
蓄
蔵
の
理
論

本
質
と
矛
盾
す
る
幻
想
で
あ
る
Q

け
に
し
、
そ
れ
は
、
資
本
訓
生
産
の
目

酌
お
よ
び
推
進
的
動
機
位
泊
費
で
あ
っ
て
、
剰
余
価
値
的
獲
得
及
び
、
そ

の
資
本
化
、
す
な
わ
ち
、
者
積
で
な
い
、
左
前
挺
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら

で
あ
る
。
」
訪
問
凸
)
一
ω
⑦
六
六
二
頁
)

表
式
を
例
市
し
な
が
ら
述
べ
た
飽
所
で
は
、

引
用
3

「
こ
の
場
合
に
考
慮
す
べ
き
は
、
ー
で
は
、
事
尖
上
、
た
だ
単

純
存
生
産
が
行
わ
れ
た
に
す
ぎ
ぬ
こ
と
、
お
よ
び
、
翌
年
度
と
い
う
よ
う

な
将
来
に
お
け
る
拡
大
の
た
め
に
|
|
表
式
に
み
ら
れ
ゐ
ご
と
く
、
ー
ー

諸
要
素
の
組
合
せ
が
変
っ
た
に
す
ぎ
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

L

3・
臼
口
'
⑦
六

六
三
五
)

更
に
、
こ
の
困
難
を
回
避
す
る
口
実
を
日
ら
批
判
し
て
か
ら
、

引
川
4
「
凹
避
す
べ
き
こ
の
凶
離
が
、
単
純
再
芋
ぽ
の
考
察
の
際
に
は

み
ら
れ
な
い
と
い
う
単
な
る
事
情
は
、
問
題
が
、
独
自
の
一
現
象
|
|
諮

要
素
ー
の
(
再
生
産
に
閲
す
る
)
違
っ
た
組
合
せ
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
な

く
し
て
は
総
じ
て
拡
大
さ
れ
た
規
模
で
の
再
生
監
が
行
わ
れ
え
な
い
よ
う

な
変
化
し
た
組
合
せ
に
の
み
起
因
す
る
一
現
象
ー
ー
に
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
。
」

3-
己
「
穴
式
主
頁
)

以
上
、
四
つ
の
引
刷
は
、
い
ず
れ
も
、
部
門
ー
の
過
剰
貨
幣
資
本
の
形

成
と
、
部
門
E
の
消
投
手
段
過
剰
を
、
拡
大
品
生
産
に
固
有
の
問
題
と
し

て
評
価
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
は
す
る
が
、
解
決
は
~
航
さ
れ
て
い
な
川
。

だ
が
、
注
意
す
べ
き
点
は
、
単
純
打
生
産
が
、
大
て
「
出
向
)
l
出
口
を
そ

の

宋

什

ω
一つ
y
」
し
に
川
耳
目

c
h日

Q
ι
ν
ヲ

廿

回

以

仙

入

汁

比

且

ピ

μ
民

第
八
十
同
巻

三
五
三

第
五
号
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ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ
ン
プ
ル
グ
の
資
本
蓄
積
諭
と
貨
幣
者
蔵
O
理
論

更
さ
れ
る
、
と
い
う
己
主
で
あ
る
。
部
門
I
聞
の
一
部
が
蓄
積
さ
れ
る
以

上
、
そ
の
蓄
積
分
は
、

E
C
を
補
填
し
て
余
り
あ
る
も
の
で
た
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
即
ち
、
同
(
て
+
出
向
)
V
口
口
が
要
請
さ
れ
る
。
こ
の
問
題
の
導

入
は
解
決
を
生
み
出
さ
な
い
だ
ら
う
か
?
一
見
す
る
と
、
部
門
E
で
、
商

品
の
過
剰
が
現
わ
れ
る
と
い
う
事
情
は
、
こ
の
不
等
式
を
導
入

L
て
も
全

面
的
に
は
解
決
し
た
い
様
に
見
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
悶
難
は
、

I
m
の一

部
が
一
方
的
に

E
へ
販
売
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
生
じ
た
の
で
、
ー
の

対
価
が
、

E
C
か
、
又
は
、

E
m
の
一
部
か
、
と
い
う
問
題
ほ
、
古
川
按
に

は
関
係
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
問
題
を
も
う
一
方
の
側
同
か
ら
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
在
砧
形

成
と
い
う
同
駅
は
、
円
(
司
十
回
向
)
l
口
町
と
い
う
前
提
の
上
に
た
っ
て
、

I
m
の
一
部
が
蓄
積
さ
れ
る
と
、

E
C
の
単
純
再
生
産
さ
え
不
可
能
に
な

る
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
た
と
い
う
側
面
か
ら
考
察
し
ム
う
。

こ
の
回
か
ら
云
う
と
、
同
(
て
+
足
)
V
口
口
と
い
う
前
提
を
導
入
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
正
C
の
単
純
再
生
産
は
完
全
に
保
推
さ
れ
、
売
れ
な
い

E
C
K
し
て
の
在
荷
の
存
在
は
、
梢
失
し
て
し
ま
う
。
従
っ
て
、
表
式
上

の
配
置
が
え
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
山
ア
く
と
も
困
難
の
半
分
は
凹
避
す

る
こ
と
が
出
来
る
。

今
、
問
題
は
新
し
い
次
瓦
に
移
っ
て
来
た
。
部
門
ー
の
蓄
積
分
が
、
部

門
E
に
販
売
さ
れ
る
場
合
.
そ
の
買
手
で
あ
る
部
門
E
の
資
本
家
は
、
再

び
、
売
手
、
と
し
て
、
部
門
I
に
対
応
出
来
る
か
、
又
、
出
来
る
と
す
れ
ば
、

E
の
様
に
し
て
か
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
更
に
、
部
門
ー
が
、
E
に

第
八
十
円
巻
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号

R2l 

=
一
五
回

販
売
出
来
る
わ
け
会
も
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
取
り
扱
う
)

マ
ル
ク
ス
は
、
苓
積
を
前
提
と
し
た
場
合
む
百
刑
と
I
m
の
転
態
に
つ

い
て
、
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

引
用
5
「

I
m
の
う
ち
、

E
m
と
転
態
さ
れ
る
べ
き
部
分
は
、
ー
の
生

産
に
も
、

E
の
生
産
に
も
入
り
込
み
う
る
よ
う
な
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
専

ら、

E
の
生
産
に
の
み
入
り
込
み
う
る
様
な
、
生
産
手
段
か
ら
成
立
た
ね

ぽ
な
ら
ぬ
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
こ
の
填
柿
ほ
、

E
の
側
で
の
一
方
的
購

買
に
よ
っ
て
の
み
起
り
う
る
。
け
だ
し
、
こ
れ
か
ら
考
察
す
べ
き
全
剰
余

生
産
物
五

O
む
I
m
は
、
ー
の
内
部
で
の
苔
積
に
役
立
つ
は
ず
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
商
品
E
K
は
交
換
さ
れ
え
な
い
|
|
換
言
す
れ
ば
、
ー
に

よ
っ
て
、
蓄
積
さ
れ
る
之
同
時
に
、
消
費
さ
れ
る
こ
ζ

は
で
き
な
い
か
ら

で
あ
る
。

だ
か
ら
、

E
は
、
(
一
四
O
)
I
m
を
現
金
で
買
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

こ
の
貨
幣
は
、
ー
の
商
品
が
、
後
か
ら
、
ー
に
売
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

E
K
還
流
す
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
も
、
こ
れ
は
、
新
た
な
生
産
年
度
毎

に
、
|
|
そ
れ
が
拡
大
さ
れ
た
規
模
で
の
再
生
産
た
る
か
ぎ
り
は

l
iた

え
ず
反
復
さ
れ
る
過
程
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
E
に
お
け
る
貨
幣
源
泉
は

ど
こ
に
あ
る
か
っ
」

3
E
u
-
-
A
⑦
六
六
八
頁
)
(
傍

h
は
引
加
者
)

最
後
の
問
題
提
起
は
次
項
で
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
一
応
保
南
L
、

部
門
ー
の
貨
幣
者
蔵
に
什
っ
て
部
門
立
の
商
品
は
、
ど
う
な
る
か
を
み
よ

う

(
こ
の
羽
田
は
次



ー
は
一
方
的
政
有
者
と
し
て
だ
け
舟
場
し
て
、
絶
対
に
購
買
者
と
し
て

夜
場

L
K
い
。
し
か
し
、
ま
式
を
川
い
た
マ
ル
ク
ス
の
説
明
に
よ
る
と
、

部
門
I
は
一
方
的
販
売
を
行
っ
た
結
果
、
手
許
に
蓄
蔵
さ
れ
た
貨
幣
を
、

翌
年
、
追
加
川
町
変
資
本
の
貨
幣
形
態
ル
」
し
て
登
場
さ
せ
、

E
に
商
品
在
荷

と
し
て
存
在
す
る
消
費
手
段
主
、
ー
の
労
働
者
が
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
(
凹
臼
寸
六
七
二
六
七
三
頁
)

マ
ル
ク
ス
の
解
決
は
簡
単
な
も
の
で
結
局
、
貨
幣
は
部
門
E
に
還
流
す

る
わ
け
に
か
ら
、
商
品
在
荷
は
消
滅
1
、
同
組
は
、
解
決
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。し
か
し
、
こ
乙
で
は
詳
細
に
論
及
州
米
な
い
が
次
の
二
点
は
注
目
す
べ

き
で
あ
る
。
付
蓄
積
の
過
程
中
に
、
一
時
的
に
し
ろ
、
商
品
在
荷
が
生

じ
る
こ
と
、
及
び
、
同
今
の
場
合

(
E
O
迫
加
的
生
産
手
段
と
、

I

O

追
加
酌
消
費
手
段
の
転
議
)
以
外
に
も
、
一
時
的
な
貨
幣
蓄
蔵
と
、
商
品

9
 

在
荷
の
形
成
が
生
じ
う
る
ζ

と
、
で
あ
る
。

ロ
!
ザ
の
提
起
し
士
最
後
の
問
題
は
、
引
用
5
、
末
尾
の
問
題
提
起
に

か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。

ω) 

蓄
積
の
た
め
の
部
門

E
に
お
け
る
貨
幣
源
泉

マ
ル
ク
ス
は
、
部
門
E
が
ー
か
ら
追
加
的
生
佳
子
段
を
購
入
す
る
た
め

の
貨
時
源
泉
を
、

E
の
内
部
で
試
行
錯
誤
的
に
採
し
ま
わ
っ
た
挙
句
、

(
ω

印
日
品
目
・
⑦
六
六
九

l
六
七
一
一
良
)
結
論
と
し
て
、
「
E
m
の

中
、
必
要
生
活
子
段
と
し
て
現
わ
れ
あ
部
分
が
、
部
門
E
の
内
部
で
、
直

p
l
ザ
・
ル
ク
セ
シ
プ
ル
グ
の
資
本
蓄
積
論
と
貨
幣
蓄
蔵
の
理
論

接
に
、
新
可
変
資
本
に
転
形
き
札
る
こ
と
」
(
師
団
苫
⑦
六
七
一
頁
)

と
述
べ
、
詳
細
な
検
討
は
、
第
四
節
「
補
遺
」
ヘ
持
ち
越
き
れ
て
い
る
。

彼
女
は
、
こ
の
結
論
に
つ
い
て
、
次
の
様
な
疑
問
を
抗
出
す
る
。

叫
げ
ま
だ
、

E
の
追
加
不
変
資
本
を
購
入
し
て
い
な
い
の
に
、

E
の
追

加
可
変
資
本
を
持
ち
出
し
て
も
、
解
決
に
は
な
ら
な
い
。

制
今
、
問
題
な
の
灯
、
ー
か
ら
、
追
加
生
昨
干
訟
を
購
入
す
る
た
め

に、

E
で
、
貨
幣
源
泉
を
見
出
す
こ
と
で
、

E
向
井
の
超
過
生
院
勧
を
処

分
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

同
門
も

L
、
マ
ル
ク
ス
の
主
張
が
、
生
活
手
段
は
貨
幣
に
媒
介
さ
れ
ず
、

「
古
田
換
に
」
E
の
可
変
資
本
と
し
て
充
用
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
そ
れ
に
焔

応
す
石
貨
幣
分
量
が
、
審
積
の
た
め
に
遊
離
さ
れ
る
と
す
る
も
の
な
ら
、

こ
の
主
張
は
拒
否
す
ぺ
き
だ
。

と
い
う
内
容
で
あ
る
。
(
ロ
ザ
、
前
出

F
E
m

一
五
七
頁
)

こ
の
三
つ
の
疑
問
の
中
、
前
二
者
は
、
ほ
と
ん
ど
、
同
じ
内
容
の
も
の

で
、
要
す
る
に
、
不
変
資
本
要
素
の
購
入
に
必
要
な
貨
幣
の
出
所
を
、
可

変
資
本
充
用
の
様
式
か
ら
説
明
し
て
お
り
、
こ
れ
で
は
説
明
に
な
ら
な
い
、

と
い
う
主
張
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
が
、
発
端
第
一
年
度
の
貨
幣
源
泉
を
、
部
門
E
内
部
の
可
変

資
本
充
用
か
ら
説
明
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
点
で
、
ロ
1
ザ
の
疑
問
は
正

し
い
。し
か
し
、
岡
項
で
、
貨
幣
不
足
説
を
検
討
し
た
際
あ
き
ら
か
に
し
た
様

に
、
単
純
再
生
産
の
基
礎
上
で
者
政
貨
幣
は
成
立
し
う
る
だ
け
で
な
く
、

第
八
十
四
巻
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ロ
ー
ザ
ル
ク
セ
ン
プ
ル
タ
の
資
本
蓄
積
論
ー
と
貨
幣
蓄
蔵
白
理
論

単
純
再
生
産
に
必
要
な
貨
幣
量
は
、
表
式
上
で
前
提
さ
れ
て
い
る
り
だ
か

ら
、
価
舶
量
は
単
純
再
生
産
と
等
し
く
、
機
能
配
置
だ
け
目
的
な
る
発
端
第

一
年
度
で
は
、
部
門
E
は
、
ー
か
ら
生
産
手
段
を
購
入
寸
る
の
に
充
分
な

貨
幣
量
を
持
っ
と
解
す
る
の
が
豆
当
と
考
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
発
端
第
一
年
度
の
部
門
E
の
追
加
生
産
手
段
購
入
が
、
部
門

E
の
可
変
資
本
(
追
加
)
先
胤
の
説
叫
と
前
後
す
る
欠
点
は
避
け
る
乙
と

が
で
き
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、

b
l
ザ
の
疑
問
に
消
極
的
に
は
答
え
る
こ
と
が
出
来

る
が
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
、
部
門
E
内
部
で
形
成
さ
れ
る
貨
幣
帯
政
が
特
に

強
調
さ
れ
る
り
か
、
と
い
う
問
題
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
部

門
E
の
貨
幣
源
泉
は
、
部
門
E
阿
部
の
可
変
資
本
充
川
だ
け
で
な
い
(
金

生
佳
か
ら
わ
流
入
、
部
門
I
C
追
加
労
働
者
へ
消
費
賢
料
を
一
方
的
に
販

売
す
る
町
か
ら
生
じ
る
貨
幣
の
迎
流
が
あ
る
ぷ
か
ら
、
諸
源
臼
抵
の
相
互

関
依
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
問
題
は
、
ロ
ザ
の
第
一
一
一
の
展
開
を
検
討
し
て
か
ら
立
ち
帰
り
た

し
第
三
の
疑
問
は
、
二
部
門
内
部
で
「
直
接
に
」
生
活
資
料
に
転
化
さ
れ

る
と
い
う
意
味
に
つ
い
て
の
問
題
で
、
彼
女
は
、
こ
れ
を
H
貨
幣
を
媒
介

し
な
い
で
直
接
に
H
H

と
い
う
意
l
h
m
な

ι一
マ
ル
ク
ス
は
誤
り
だ
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
「
直
楼
に
」
の
意
味
は
、
次
の
マ
ル
ク
ス
の
叙
述
か

ら
み
て
、
ロ
l
ザ
D
解
釈
は
無
理
の
様
で
あ
る
。

「
問
題
と
な
る
の
は
、
資
本
家
1
相
互
聞
の
交
換
|
|
E
m
の
相
互
的

第
人
十
四
巻

第
五
号

四
回

五
ノ、

交
換
の
み
か
ら
成
立
ち
う
る
交
換
ー
ー
の
内
部
で
、
ど
の
程
度
に
貨
幣
蓄

蔵
が
行
わ
れ
う
る
か
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。

E
白
山
部
で
直
接
的
蓄

積
が
行
わ
れ
ゐ
の
は
、

I
m
の
一
部
分
が
白
抜
に
可
変
資
木
に
、
(
ち
ょ

う
ど
、
ー
で
I
m
の
一
部
分
が
直
接
に
不
変
資
本
に
転
化
さ
れ
る
よ
う

に
)
転
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

」
方
は
、
ま
だ
貨
幣
吉
川
蔵
、
す
な
わ
ち
、
購
買
し
な
い
で
販
売
す
る
段

階
に
あ
り
、
他
方
は
、
服
売
し
な
い
で
購
買
す
る
と
い
う
、
現
実
に
再
生

産
主
肱
大
す
る
点
に
達
し
て
い
る
。
追
加
的
可
変
貨
幣
資
本
は
、
な
る
ほ

ど
、
さ
し
あ
た
り
、
追
加
労
働
刈
に
支
出
さ
れ
る
。
だ
が
、
追
加
労
働
力

は
、
生
活
手
段
を
、
労
働
者
用
の
追
加
的
消
費
手
段
の
貨
幣
蓄
蔵
者
的
所

有
者
た
ち
か
ら
買
う
。
こ
の
後
者
の
貨
幣
蓄
蔵
に
比
例
し
て
、
貨
幣
が
、

彼
ら
の
手
か
ら
、
出
発
点
に
復
帰
し
な
い
で
、
彼
ら
に
よ
っ
て
積
立
て
ら

れ
る
。

q
u
M
C

⑦
六
九
心
頁
)

こ
の
場
合
、
「
直
接
に
」
の
意
味
は
、

H
貨
幣
を
媒
介
し
な
い
u
の
で

は
な
く
て
、

M
M

両
部
門
闘
の
転
態
を
媒
介
し
な
レ
で
匝
接
に
u
の
意
味
で

あ
る
こ
と
は
白
胡
だ
と
思
わ
れ
る
。
第
三
の
疑
問
点
は
、
こ
れ
だ
け
に
し

て
、
先
の
問
題
i

|
部
門
E
の
貨
幣
椋
呆
の
聞
の
相
互
関
係
を
追
求
し
て

み
よ
う
。

順
序
と
し
て
、
ま
ず
、
単
純
再
生
産
の
枠
内
で
生
じ
う
る
部
正
の
貨
幣

蓄
蔵
(
金
生
産
)
と
の
関
係
を
取
り
扱
い
、
次
に
、
同
部
門
司
転
態
か
ら

生
れ
る
貨
幣
蓄
蔵
と
、
部
門
E
内
部
だ
け
か
ら
生
れ
る
貨
幣
蓄
蔵
ム
の
闘

係
を
取
り
扱
う
。



件
金
生
産
と
、
部
門
E
内
部
わ
転
態
か
ら
生
れ
る
脊
蔵
の
関
係
に
つ

い
て
、
ず
ル
グ
ス
は
、
第
四
節
、
補
遣
の
冒
頭
で
「
E
の
た
め
の
本
源
的

な
貨
幣
源
泉
は
、

E
の
一
部
分
と
交
換
さ
れ
る
金
生
産
判
ー
の
V
+
M
で

あ
る
。
」
と
述
ベ
、
更
に
、
「
金
生
産
者
の
追
加
的
可
変
資
本
」
が
、

E
に

入
り
込
み
、
で
ご
」
で
、
新
た
な
貨
幣
蓄
械
を
防
長
ず
る
か
、
主
た
は
、

ー
に
直
接
ふ
た
た
び
売
る
ζ

と
な
し
に
ー
か
ら
買
う
新

t
な
手
段
を
与
え

る
ロ
」
(
印
凹
-
巴
∞
N
C

①
六
八
九
頁
)
こ
こ
で
、
マ
ル
ク
ス
は
、
す
で

に
企
の
拡
大
再
生
産
に
言
及
し
て
い
る
が
、
部
門
E
の
貨
幣
蓄
蔵
を
促
進

す
る
限
り
、
出
中
純
再
生
産
の
範
囲
内
で
の
菩
蔵
貨
幣
と
本
質
的
に
変
ら
な

い
u

彼
は
こ
の
指
摘
の
後
、
両
部
門
の
転
態
か
ら
生
じ
る
暫
時
的
な
貨
幣

蓄
蔵
(
こ
の
検
討
は
次
凸
課
題
で
あ
る
。
)
に
言
及
し
、
最
後
に
部
門
E

内
部
だ
け
の
貨
幣
苔
蔵
を
論
じ
る
。

そ
こ
で
、
問
題
口
、
「
本
源
的
」
官
一
幣
源
虫
と
、
部
門
E
同
部
の
貨
幣

蓄
蔵
の
関
係
F
帰
清
す
る
の
部
門
E
で
、
普
積
が
行
わ
れ
る
場
令
、
資
木

家
の
手
許
に
あ
る
貨
幣
資
本
は
、
本
来
、
単
純
羽
生
産
の
範
囲
を
除
け
ば
、

追
加
貨
幣
と
し
て
資
本
家
の
子
に
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
と
の
本
源
的
な
貨

幣
を
提
供
す
る
の
は
金
生
産
一
で
あ
る
。
(
必
ず
し
も
追
加
的
な
拡
大
再
生

肢
を
明
記
し
な
い
が
)
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
刺
余
生
産
物
の
買
手
が
、

金
生
産
省
で
あ
る
と
と
を
結
論
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
。
貨
幣
蓄
蔵
は
す

で
に
部
門
E
の
資
本
家
が
行
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
剰
余
生
産
物
の
買

手
は
、
資
本
家
か
ら
賃
金
を
受
け
取
っ
た
労
働
者
な
の
で
あ
る
。
従
コ
て
、

こ
こ
で
も
、
金
生
産
と
剰
余
価
値
の
蓄
積
と
は
、
直
接
的
関
係
は
全
く
な

ロ
ザ
ル
ク
セ
ン
プ
ル
グ
の
資
本
蓄
積
論
と
貨
幣
苔
蔵
の
理
論

い
と
い
う
結
論
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
(
直
祷
的
関
係
が
な
く

て
も
、
究
極
的
に
は
関
係
が
あ
る
こ
と
は
均
論
で
あ
る
u

)

し
か
も
、
問
題
は
も
う
一
つ
の
側
閣
を
時
っ
て
い
る
G

金
生
産
か
ら
の

流
入
と
は
独
立
に
、
部
門
E
の
蕃
積
規
慨
に
照
応
し
た
貨
幣
帯
蔵
が
成
立

し
う
る
邑
す
れ
ば
、
蓄
積
の

4
hは
、
生
産
拡
大
の
金
生
産
へ
の
依
存
か

ら
、
古
す
ま
す
脱
却
す
る
方
向
を
そ
れ
自
身
の
中
に
含
ん
で
い
る
k
結
論

出
来
よ
う
。
こ
れ
は
、
同
項
で
述
べ
に
マ
ル
ク
ス
の
結
論
を
(
金
生
産
と

蓄
積
に
関
す
る
〉
説
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

付
両
部
門
間
の
転
蹟
か
ら
生
れ
る
貨
幣
蓄
蔵
と
部
門
E
内
部
門
一
貨
幣

菩
械
と
の
関
係
、

両
部
門
の
転
態
か
ら
生
じ
る
貨
幣
帯
蔵
に
つ
い
て
マ
ル
ク
ス
は
、

暫
時
的
」
な
貨
幣
蓄
蔵
の
嬰
素
を
三
つ
あ
げ
て
い
る
。

同
部
門
ー
の
要
素

「
ー
に
と
っ
て
は
、

I
m
の
一
部
分
が
、

E
に
、
一
万
的
に
売
ら

れ
て
、
こ
こ
で
、
追
加
的
一
小
変
資
本
ー
と
し
て
役
立
つ
場
合
に
の
み
」

治
・
己
申
・
⑦
六
八
九
氏
)

側

部

門

E
で
の
要
中
高

的

「

E
に
と
っ
て
は
、
ー
の
側
で
、
追
加
可
変
資
本
に
つ
き
、
同
じ

こ
と
が
生
ず
ゐ
場
合
」

制
「
ー
に
よ
り
、
収
入
之

L
て
支
出
さ
れ
る
刑
余
価
値
の
一
部
が
、

E
C
に
よ
っ
て
は
唄
捕
さ
れ
ず
、
つ
ま
り
、
そ
れ
を
以
て
、

E
m
D
一
部

が

買

わ

れ

、

貨

幣

r転
形
さ
れ
る
場
合
」
(
向
上
)

第
八
十
四
巻
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ロ
ー
ザ
・
ル
タ
セ
ソ
プ
ル
グ
む
資
本
当
世
論
と
貨
幣
茜
蔵
白
理
論

部
門
工
の
貨
幣
蓄
蔵
の
要
素
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
在
荷
形
成
を
論

じ
た
時
に
言
及
し
た
し
、
似
の
叫
が
、
貨
幣
心
部
門
ー
へ
の
還
流
に
際
し

て
問
題
に
な
る
こ
と
は
、
自
明
で
あ
る
。
例
に
つ
い
て
も
、
以
前
論
及
し

た
の
で
、
川
仰
の
要
素
自
体
の
説
明
は
省
略
し
て
、
ナ
ぐ
に
比
較
に
移
り
た

し
部
門
ー
が
、
ー
か
ら
一
方
的
に
商
品
を
購
買
し
て
、

τ"
に
土
問
説
貨
幣
が

形
成
さ
れ
る
と
v

と
は
、
既
に
、
部
門
ー
か
ら
E
へ
の
一
方
的
販
売
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は

E
が
、
消
費
資
料
の
生
産

を
行
う
と
こ
ろ
か
ら
く
る
当
然
の
帰
結
で
あ
っ
て
、
ー
の
諸
積
の
結
呆
と

し
て
、
追
加
消
費
需
要
が
生
じ
て
は
じ
め
て
ー
へ
の
剰
余
生
産
物
の
販
売

が
吋
能
と
な
る
の
で
あ
る
の

こ
の
限
り
で
、
部
門

E
は
、
ー
の
苔
積
に
従
属
せ
ざ
る
を
待
な
い
の
で

あ
っ
て
、
部
門
ー
の
苔
積
率
主
導
と
い
う
命
制
的
な
結
論
が
で
て
く
る
。

と
こ
ろ
が
、
部
門
E
の
内
部
た
け
で
、
貨
幣
蓄
蔵
が
可
能
で
あ
り
、
必

然
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
部
門
E
は
、
部
門
ー
の
蓄
積
と
は
、

相
対
的
な
独
立
性
を
も
っ
亡
脊
積
を
行
い
う
る
可
能
性
が
で
て
く
る
。
従

っ
て
、
部
門
E
D
蓄
積
は
、
根
本
的
に
は
、
ー
に
従
属
し
て
い
る
と
は
い

え
、
少
く
と
も
、
相
対
的
な
独
立
性
が
も
っ
と
い
う
こ
之
は
一
L
え
る
、
こ

れ
は
一
つ
白
紙
政
府
的
要
素
で
あ
っ
て
、
部
門
工
の
優
位
を
説
く
場
合
、

見
逃
す
こ
と
の
出
来
な
ト
契
俄
で
あ
る
。

さ
て
以
上
の
検
討
に
よ
=
て
、
部
門

E
内
部
だ
け
で
貨
幣
苔
蔵
が
可
能

だ
と
い
う
議
論
は
、
一
方
で
、
金
生
産
と
蓄
積
と
の
百
接
的
な
関
係
を
ま

第
八
十
四
巻

五
j、

第
五
号

四
アて

す
ま
す
稀
薄
に
す
る
と
L

と
も
に
、
他
方
で
、
部
門
E
の
部
門
工
に
対
す
る

相
対
的
な
独
止
性
を
強
化
す
る
と
い
う
結
論
に
主
っ
た
。

「
諦
詰
」
ロ

I
ゼ
ン
ベ
ル
グ
の
誤
謬
と
不
充
分
さ
に
つ
い
て

「
資
本
論
註
解
」
の
著
者
は
、
部
門

E
内
部
だ
け
り
貨
幣
蓄
蔵
問

題
を
故
意
か
、
偶
黙
に
か
杭
討
し
な
か
っ
た
様
に
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
彼
は
、
マ
ル
ク
ス
心
提
示
し
た
「
源
泉
問
題
」
へ
り

解
答
と
し
て
、
部
門

E
内
部
で
の
貨
幣
苔
蔵
で
は
な
く
、
逆
に
部
門

ー
と
り
史
換
関
係

hv
重
視
し
、
次
白
二
つ
に
要
約
し
て
い
る
。

付

E
に
お
付
る
貨
幣
の
唯
一
の
源
泉
は
、
ー
へ
の
商
品
の
販
売

で
あ
る
。

伺
か
く
て
、
ー
に
お
け
る
吉
川
和
は
、
ー
に
お
け
る
苦
加
に
依
存

し
て
い
る
。
(
ロ

1
ゼ
ン
ベ
ル
グ
資
本
論
註
解
訳
書
仁
川
片
山
、

四
四
六
頁
)
(
傍
占
は
引
用
者
〕

こ
の
結
論
が
、
一
面
的
に
す
ぎ
る
こ
と
は
、
す
で
に
検
討
し
た
と

こ
ろ
か
わ
明
白
C
あ
ろ
う
。
こ
の
様
な
定
式
侶
か
ら
は
、
部
門

E
の

桁
対
的
独
立
性
の
評
価
は
全
く
で
て
米
な
い
。
し
か
も
、
部
門

E
内

部
の
貨
幣
蓄
蔵
を
評
価
し
な
い
桔
岡
市
と
し
て
、
金
生
産
と
の
関
係
。

問
題
も
正
し
く
郁
決
出
来
亡
い
な
い
。

彼
は
、
貨
幣
菩
蔵
を
論
巳
る
際
、
一
方
的
鵬
同
者
が
、
ど
こ
に
い

る
か
、
と
い
う
問
題
と
、
拡
大
再
生
産
に
も
と
ず
い
て
商
品
流
通
の

範
聞
が
ふ
え
た
場
合
、
貨
幣
の
不
足
分
を
だ
れ
が
調
達
す
る
か
と
い

う
問
題
を
区
別
し
?
後
、
更
に
つ
け
加
え
て
、
流
辿
界
に
金
だ
け
が



存
在
し
、
又
、
流
通
辿
度
が
一
定
な
ら
、
こ
の
こ
つ
の
問
題
は
一
致

す
る
と
述
べ
て
い
る
@
そ
の
J

型
由
は
、
新
た
な
貨
幣
を
流
地
罫
に
投

じ
う
る
も
の
は
、
新
た
な
購
買
者
だ
け
だ
か
ら
、
と
い
う
事
情
を
あ

げ
て
い
る
(
向
上
、
凶
四

O
頁
)

だ
が
、
こ
O
指
摘
は
、
解
釈
何
如
に
よ
っ
て
、
金
生
産
者
が
、
追

加
生
産
物
を
(
流
通
述
度
定
自
主
き
)
白
う
か
の
慌
に
も
取
れ
る

の
で
あ
っ
て
、
部
門
工
、

E
に
す
で
に
帯
蔵
貨
幣
が
存
在
し
て
い
る

と
い
う
前
提
を
媒
介
に
す
れ
ば
、
も
っ
と
明
瞭
な
結
論
が
待
ら
れ
た

も
の
し
乙
思
わ
れ
る
。

以
上
、
ロ

l
ザ
の
問
題
提
起
を
軸
k
し
て
、
研
究
を
す
す
め
て
来
た
の

で
あ
る
が
、
ロ
ー
ザ
の
立
場
は
結
局

y
こ
に
訓
達
し
た
か
を
み
て
お
か
ね

ば
な
ら
な
レ
。

但)

単
純
商
品
流
通
と
資
本
蓄
積
問
題

彼
女
は
、
マ
ル
ク
ス
が
、
「
E
の
た
め
の
本
源
的
貨
幣
源
泉
」
主
し
て
、

E
C
の
一
部
主
交
換
さ
れ
る
金
生
産
者
の
V
+
M
を
あ
げ
て
い
る
泊
所
を

引
附
し
て
、
次
の
様
に
評
言
し
て
い
る
。

「
こ
う
し
亡
、
我
々
は
、
荒
川
梢
を
説
明
す
る
一
切
の
可
能
な
試
み
に
失

敗
し
た
後
、
-
結
局
、
金
生
産
省
の
も
と
ま
で
辿
り
つ
い
た
の
で
あ
る

が
‘
こ
の
金
生
産
省
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
は
、
マ
ル
ク
ス
が
、
彼
の

分
析
の
初
め
の
と
こ
る
で
『
鼠
劣
き
わ
ま
る
L
K
特
徴
づ
け
た
も
の
に
。

ロ
ー
ザ
ル
ク
セ
シ
プ
ル
グ
の
資
本
特
軒
諭
Lr
貨
幣
者
政
の
理
論

か
く
し
て
、
再
生
産
過
程
の
分
析
、
及
び
「
資
本
論
」
第
二
巻
は
、
な
が

ら
く
の
問
、
求
め
ら
れ
て
い
た
解
決
を
も
た
ち
す
こ
と
な
し
に
、
お
し
ま

い
と
な
る
。
」
(
ロ

l
ザ
、
前
出
、
日
E
H
D
F

一
五
八
頁
)

更
に
、
第
九
章
の
冒
頭
で
は
、
マ
ル
ク
只
に
包
面
的
な
批
判
を
加
え
て

云
う
。「
分
析
が
町
ゆ
き
悩
ん
だ
の
は
、
マ
ル
ク
ス
が
問
題
を
可
貨
幣
師
長
』

に
関
す
る
問
題
と
い
う
間
違
っ
た
形
式
で
解
答
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ

る。
し
か
し
、
現
実
に
問
題
な
の
は
、
事
実
上
の
需
要
、
す
な
わ
ち
、
商
品

に
と
っ
て
の
充
用
先
で
あ
っ
て
、
そ
の
支
払
い
の
た
め
の
貨
幣
源
泉
で
は

な
し流
洞
の
媒
介
物
と
し
て
の
貨
幣
に
つ
い
て
は
、
我
々
は
、
こ
こ
で
は
、

全
体
と
し
て
の
再
生
産
過
程
の
考
察
に
関
し
て
、
資
本
主
義
社
会
は
、
つ

ね
に
、
そ
の
流
通
過
程

r必
要
な
貨
幣
分
量
を
手
も
と
に
持
っ
て
い
る
か
、

あ
る
い
は
、
そ
の
代
川
物
を
作
り
う
る
も
の
と
仮
定
せ
ね
ば
な
ら
向
。
L

(
同
上
、
凹
呂
一
円
一
五
九
頁
)

し
か
し
、
マ
ル
ク
ス
白
強
調
し
た
の
は
、
彼
女
が
述
べ
て
い
る
前
提
そ

の
も
の
の
証
明
で
あ
っ
た
。
流
通
に
必
要
な
貨
幣
量
、
更
に
帯
積
過
程
の

考
察
で
は
、
払
大
再
生
産
に
必
要
な
貨
幣
量
が
、
ど
の
様
に
し
て
、
資
本

家
の
手
許
に
形
成
さ
れ
る
か
を
解
明
せ
ず
に
、
蓄
積
を
完
全
に
論
じ
る
こ

と
は
出
来
な
い
。

し
か
も
、
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
を
論
じ
る
場
合
に
は
、
単
な
る
媒

第
八
十
同
巻
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九
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五
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ロ
l
f
・
ル
グ
セ

γ
プ
ル
グ
の
資
本
苔
積
諭
と
貨
幣
苔
取
り
理
論

介
物
と
し
て
の
視
点
か
ら
だ
け
貨
幣
を
取
り
あ
つ
か
っ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
の
流
通
か
ら
の
脱
落
.
す
な
わ
も
、
苔
蔵
の
視
点
を
も
、
寸
な
わ
ち

統
一
的
江
、
全
体
と
し
て
の
貨
幣
運
動
の
視
点
を
も
失
っ
て
は
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。

彼
女
は
、
更
に
、
マ
ル
ク
ス
自
身
の
言
明
に
よ
一
J

て
、
「
者
績
の
た
め

の
「
貨
幣
源
泉
』
L

と
い
う
問
題
提
起
が
、

ZZH積
問
越
の
全
〈
無
駄
な
定

式
化
」
(
同
上
、
印
'
呂
田
一
五
九
頁
)
で
あ
る
ご
と
を
示
そ
う
と
す
る
。

マ
ル
グ
ス
は
、
一
般
的
な
商
品
流
通
の
法
則
が
、
資
本
制
牛
産
に
あ
っ

て
も
、
変
更
さ
れ
た
い
こ
と
、
一
定
の
荷
品
分
量
を
流
通
さ
せ
る
に
必
要

な
貨
幣
量
は
、
そ
の
商
品
が
、
剰
余
価
値
を
含
む
か
ら
と
い
っ
て
、
決
し

て
変
更
さ
れ
な
い
こ
と
、
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
じ
で
、
剰
余
価
値
を
貨

幣
化
す
る
の
に
必
要
な
貨
梓
は
と
こ
か
ら
く
る
か
、
と
い
う
問
題
は
、

「
一
固
に
お
け
る
商
品
の
流
通
に
必
要
な
貨
幣
額
は
ど
こ
か
ら
く
る
か
、

と
い
う
一
般
的
問
題
主
一
致
す
る
」
(
資
本
論
第
一
巻
目
印
・

u
出

ω
位

⑤

四
三
一

11
問
頁
)
こ
と
に
な
る
。

ロ
ー
ザ
は
、
こ
の
解
答
を
、
全
く
正
し
い
、
と
肯
定
し
て
か
ら
、
再
び

言
う
。「
剰
余
価
値
の
流
通
の
た
め
の
貨
幣
は
、
ど
こ
か
ら
く
る
か
、
と
い
う

問
題
は
、
特
定
分
査
の
商
品
を
国
内
で
流
通
さ
せ
る
た
め
の
貨
幣
は
、
ど

こ
か
ら
く
る
か
?
唱
と
い
う
一
般
的
問
題
正
一
し
ょ
に
解
答
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
か
よ
う
な
商
品
の
価
値
分
量
主
、
不
変
資
本
、
可
変
資
本
、
及
び
剰
余

第
八
十
四
巻
三
六

O
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五

号

四

八

価
値
に
分
割
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
貨
幣
流
通
そ
の
も
の
の
見
地
か
ら
は
、

全
然
な
い
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
見
地
か
ら
は
、
何
の
意
味
も
な
い
。

だ
か
ら
、
貨
幣
流
通
、
又
は
、
単
純
尚
品
流
通
町
一
説
角
か
ら
み
た
場
合
に

の
み
、
『
問
題
は
実
存
し
な
い
』
だ
が
、
社
会
的
再
生
毘
全
体
の
見
地
か

ら
す
れ
ば
、
確
か
に
問
題
が
実
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
、
そ
の
問
題

は
、
そ
の
解
答
が
、
我
々
を
問
題
の
実
存
し
な
い
単
純
な
商
品
流
通
に
つ

れ
帰
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
間
違
っ
た
定
式
化
を
さ
れ
て
は
な
ら
向
。

k
い

う
だ
け
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
問
題
は
、
剰
余
価
値
を
失
現
す
る
た
め
の
貨
幣
は
ど
こ
か
ら

く
る
か
っ
で
は
な
く
、
剰
余
価
値
の
た
め
の
消
費
者
は
、
と
こ
に
い
る

か
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
一
ハ
ロ
ザ
、
前
日
、
出
口
「
一
六
四

頁
)
一
悼
長
は
引
川
音
〉

こ
れ
ら
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
第
一

r、
ロ
ー
ザ
の
引
用
し
た

ず
ル
グ
ス
の
叙
述
は
、
表
式
考
察
の
前
提
で
は
あ
る
が
、
貨
幣
材
料
を
含

め
た
社
会
的
総
生
住
物
の
運
動
法
則
を
全
面
的
に
解
明
す
る
過
程
で
言
わ

れ
て
い
る
り
で
は
な
い
こ
と
に
誌
な
し
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
の
流
通
貨
幣

が
金
で
あ
る
阪
り
、
い
つ
か
、
そ
れ
は
金
生
産
か
ら
流
れ
出
土
も
の
に
ち

が
い
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
二
部
門
分
割
、
三
価
値
視
点
の
導
入
、
単
純

再
生
泣
か
ら
、
拡
大
再
生
産
へ
と
進
む
に
つ
れ
て
、
牒
介
的
な
契
機
が
、

次
第
に
入
り
込
ん
E
く
る
こ
k
は
、
す
で
に
み
た
通
り
で
あ
る
。

更
に
、
マ
ル
グ
ス
が
、
古
川
積
を
貨
幣
問
題

ι密
接
に
閲
辿
づ
け
て
論
じ

ιの
は
、
こ
の
小
論
の
は
じ
め
に
述
べ
た
椋
に
、
一
方
的
取
売
者
と
、
一



方
的
購
買
者
の
苅
応
関
係
を
基
軸
と
し
て
、
革
問
積
問
題
hv
特
徴
づ
け
た
か

ら
だ
と
思
わ
れ
る
ロ
い
わ
ゆ
る
消
費
者
と
は
、
こ
の
一
方
的
購
買
者
で
あ

っ
て
、
彼
ら
の
ど
の
部
分
が
、
ど
の
販
売
者
E
対
応
し
、
い
か
に
し
て
、

彼
の
手
許
に
貨
幣
世
間
達
し
て
甘
く
か
に
応
じ
て
、
貨
幣
苓
蔵
官
媒
介
と

す
る
拡
大
再
止
産
上
の
諸
法
則
が
現
わ
れ
た
。
既
に
み
た
様
に
、
こ
こ
で

も
、
二
部
門
分
割
と
三
何
値
視
点
は
、
大
き
な
役
刊
を
果
た
し
た
の
で
あ

っ
て
、
こ
の
役
割
を
否
定
出
来
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
ロ
ザ
の
疑
問
点
を
解
決
し
て
行
け
ば
、
菩
積
白
根

木
法
川
で
あ
る
一
方
的
販
売
者
左
一
方
向
購
買
者
の
対
応
関
係
が
、
金
生

障
を
含
め
た
社
会
的
総
生
皮
物
の
二
部
門
へ
の
分
割
、
一
二
価
値
視
点
の
中

で
、
ど
の
様
な
再
生
産
上
町
一
諸
条
件
H
H
法
則
を
生
み
出
す
か
主
い
う
問
題

の
解
答

r帰
話
す
る
n

彼
女
は
、
問
也
の
出
発
点
か
ら
、
一
貫
し
て
、
マ
ル
ク
ス
の
解
決
を
、

単
前
出
生
産
へ
、
更
に
単
純
商
品
手

rrへ
と
泣
一
五
L
つ
つ
批
判
を
加
え
て

来
た
。
(
こ
の
こ
と
は
、
一
員
返
し
て
云
え
ば
、
マ
ル
グ
ス
の
ま
川
積
論
を
、

単
純
商
品
流
通
の
次
元
と
同
一
視
し
て
来
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ

て
、
彼
女
が
、
こ
の
理
論
酌
晃
一
艇
の
土
に
、
「
非
資
本
主
義
的
有
効
需
要
」

の
導
入
を
行
っ
た
以
上
、
彼
女
の
過
少
消
費
説
的
側
聞
と
、
こ
の
単
純
商

品
流
通
的
視
角
と
の
問
に
刑
判
諭
的
な
関
係
を
追
求
す
る
こ
と
は
興
味
の
あ

る
問
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
検
討
間
来
な
い
r
J

従
っ
て
、
彼
女
に
対
す
る
批
判
を
有
効
に
す
る
「
め
に
は
、

付
剰
余
価
値
の
貨
幣
形
態
で
の
蓄
積
と
い
う
事
態
か
ら
生
じ
る
一
方

ロ
l
ザ
・
ル
ク
セ
ン
プ
ル
グ
り
資
本
署
管
論
と
貨
幣
帯
政
の
理
論

的
販
売
者
と
、
一
方
的
購
買
者
の
対
応
関
係
は
、
拡
大
再
生
産
計
単
純
再

生
且
快
か
ら
医
別
す
る
、
特
徴
的
な
契
機
で
あ
る
と
い
う
こ
王
、

付
社
会
的
総
生
産
物
の
二
部
門
へ
の
分
割
、
二
州
値
視
点
の
確
立
が
、

H
の
事
情
の
中
で
、
ど
の
様
な
新
し
い
実
現
上
の
話
法
則
を
生
み
山
す
か
、

合
あ
き
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ロ
1
ザ
の
見
山
L
た
凶
l
N
W
ま
で
の
疑
問
を
検
討
す
る
中
で
、
こ
の
一
一

点
は
京
一
本
的
に
明
ら
か
に
し
え
た
と
考
え
た
い
。
で
」
れ
ら
の
ま
と
め
と

2
)
 

し
て
表
式
的
叙
述
は
前
論
出
掲
げ
た
。
)

マ
ル
ク
ス
は
、
一
方
的
販
売
と
、
一
方
的
購
買
が
、
必
然
的
に
刻
応
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
る
点
に
、
商
品
対
商
品
の
恥
態
そ
前
提
L
十
占
典
学
一
肌

に
対
す
る
批
判
と
L
て
の
価
値
を
認
め
た
と
思
わ
れ
、
こ
の
点
の
追
求
が
、

恐
慌
理
論
に
と
つ
で
は
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
小
論
の
一
謀
題
は
、
こ
の

問
題
に
と
っ
て
の
理
論
的
な
前
提
と

L
て
、
表
式
上
の
諸
問
題
を
解
決
す

る
こ
と
に
あ
っ
た
。
従
来
の
ロ
ザ
批
判
の
古
凡
で
あ
る
山
田
教
門
恨
の

「
序
論
」
は
先
に
あ
げ
た
二
つ
の
祝
角
か
ら
品
一
。
時
、
彼
女
の
批
判
に
関

し
て
不
充
分
古
を
免
か
れ
な
い
k
考
え
ら
れ
る
。

ω
経

済

論

叢

八

四

番

二

号

四

O
頁、

「
貨
幣
新
政
と
恐
慌
の
可
能
性
に
つ
い
て
」

同
判
明
。
一
目
白
川

UH--旬
。
白
h
N
k
h
Z
ヨ伊良、
h
杉
山
沢
一
九
一
一
九
八
頁
、

山
田
盛
太
郎
、
再
生
産
週
明
削
岩
式
分
析
芹
前
二
四
つ

l
四
一
頁
。

川

W

4

ル
ス
ナ
l
、
向
上
、
一
八
九
1
一
九
心
頁
。
問
。

E
T
M目
E
E円四・

第
八
十
四
巻

第
五
号

四
九



ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ
ン
プ
h
H

グ
の
資
本
諸
積
諭
と
貨
幣
帯
蔵
の
理
論

同
NS冶
hr
芸
a
h
N
a
p
-
E
Q
S旦
言
。

5
3
5
』

E
喝
さ
目
白
馬
出
。

L
E

号
H
R

出
匂
n
p

ココ
2
・出向凶
E
H
F
m
F
白
山
田

l
g
u・
佐
野
訊
、
経
済
学
入

門
、
二
八
一

l
八
王
頁
審
問
。

ω
彼
女
は
、
資
本
制
的
貨
幣
諸
政
の
形
成
過
程
を
誤
解
し
た
の
で
は

あ
る
が
、
決
し
て
、
そ
り
存
在
そ
O
も
の
を
否
定
し
た
も
の
で
は
な

い
。
例
え
ば
、
勺
芯
弘
主

Nhstas苫
昏
ω
同
ぬ
官
官

F
目

EN苦
言
民
な

〕

司
司
君

4

同
日

E

長
谷
部
凱
上
、
二
二
九
頁
の
叙
述
を
参
服
。

(
 

ω
筆
者
の
刷
出
論
文
、
第
二
章
以
下
。

川
別
表
式
考
察
で
は
、
流
通
速
度
一
定
と
想
定
す
る
の
が
妥
当
し
こ
思
わ

れ
る
0

マ
ル
ク
ス
は
、
帯
積
の
た
め
に
充
用
さ
れ
る
貨
幣
に
つ
い
て
、

「
こ
こ
で
前
提
さ
れ
る
唯
一
の
こ
と
は
、
国
内
に
あ
る
貨
幣
分
止
だ

け
で
(
流
通
速
度
な
ど
は
変
り
な
い
も
の
と
し
て

)
(
d
E
E且
ω

岡
田
島
肴
目
白
E
E
3
0円
。
邑
m
E
O
Eロ
官
官
官
け
)
能
動
的
流
通
む

た
め
に
も
、
準
備
蓄
蔵
貨
幣
り
た
め
に
も
充
分
だ
と
い
う
こ
と
」

巴
日
同
晶
宮
町

h
H
回
目
印
凹
・

8
町

長

谷

部

訳

⑦

六

五

八

頁

o

M
W

部
門
ー
で
の
貨
幣
者
蔵
(
金
生
産
に
よ
る
)
に
つ
い
て
は
、
山
田
、

宇
野
(
経
曜
日
原
論
)
両
教
授
り
僻
訟
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
検
討
は

保
朝
し
た
い
。

ω
こ
の
問
題
を
「
単
純
再
生
産
か
ら
拡
大
再
牛
崖
へ
の
移
行
に
と
も

な
う
岡
難
」
、
と
し
て
、
最
初
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
南
本
牢
二

郎
教
授
で
あ
る
。
高
木
幸
二
郎
、
恐
慌
諭
体
系
序
説
、
二
一
三
二

一
六
頁
参
照
。

第
人
十
四
巻

第
五
日
号

五。

プて

仙
何
マ
ル
ク
ス
は
こ
れ
を
、
同
部
門
間
心
転
態
か
ら
生
ず
る
「
暫
時

的
」
貨
幣
引
帝
政
の
阿
闘
と
し
て
、
取
り
あ
げ
、
信
州
関
係
と
の
関
係

も
論
じ
て
い
る
。
口
官
同
N
M
U
H
巳
口
・
凹
・
目
立
⑦
六
八
一
二
一
氏
に

お
け
る
叩

I
聞
の
説
明
、

M
A
び
印
日
mc

⑦

六

八

九

l
九
ひ
に

お
け
る
一
円
部
門
白
取
引
関
係
考
察
を
参
照
。

制
こ
の
他
、
両
部
門
同
の
転
却
聞
か
ら
部
門

E
で
暫
時
的
に
形
成
さ
れ

る
貨
帯
諮
肢
は
、
ー
の
個
人
的
追
加
消
費
(
資
本
家
)
と
部
門
E
の

追
加
不
出
久
間
木
町
要
嵩
と
の
転
態
問
題
が
あ
る
。
筆
者
の
前
出
論
文

部

一

章

回

参

照

心

凶
前
註
と
同
一
白
箇
所
及
び
同
計
頁
参
照
。

間
筆
者
の
前
出
論
文
、
四
二

1
凹
五
頁
参
照
。

側

同

宮

E
u
p
ロ

E
同
右

E
L
F
回
目
印
印
色
申
l
日D
H
・
長
谷
部

訳

⑦

六

四

九

l
六
止
一
瓦
、
及
び
筆
者
の
前
山
論
文
、
第
二
章
参

照
n

川
山
富
塚
文
太
郎
氏
は
、
「
拡
大
川
生
産
量
式
論
の
困
難
」
(
経
前
、

五
九
年
四
月
号
〕
に
お
い
て
、
追
加
労
働
者
自
購
買
力
問
題
を
中
心

に
、
マ
ル
ク
ス
を
批
判
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
小
前
は

P
I
ザ
を
対

象
L
し
た
の
で
、
氏
の
所
論
の
検
討
を
行
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。


